
上：役員を代表して挨拶をする前川新執行委員長
下：今大会では、柳橋さん（左：滝山分会）、綿引さん
（右：青空分会）が議長を務めました。

◀
主
婦
の
会
カ
ト
レ
ア 

柳
本
会
長

　
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

4月21日 BBQで楽しく交流しました。

上：午後は3つの分科会に分かれて討議を行いました。
下：技能グランプリ銀賞を受賞した高田さん（写真右） おめでとうございます。

三
本
の
柱
で
運
動
の
前
進
を 

　

4
月
7
日
（
日
）、
清
瀬
け

や
き
ホ
ー
ル
で
第
56
回
定
期
大

会
が
お
こ
な
わ
れ
、
代
議
員
69

人
、
特
別
代
議
員
5
人
と
来
賓

5
人
の
計
79
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

①
仲
間
・
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
「
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
運
動
」
で
現
勢
プ
ラ
ス
ワ
ン

を
目
指
す

②
賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
運
動
の
展
開

③
社
会
保
障
の
改
悪
に
反
対
す

る
運
動
を
進
め
て
行
く
。

と
い
う
3
本
の
柱
と
な
る
方
針

が
提
案
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
各
専
門
部
の
活
動

に
つ
い
て
の
提
案
を
受
け
、
参

加
し
た
代
議
員
で
討
議
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
色
々

な
話
が
出
来
て
良
か
っ
た
」、

「
様
々
な
意
見
が
出
て
討
議
を

行
い
、
自
身
の
ス
キ
ル
に
活
か

せ
る
と
思
っ
た
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
部
と
支
部
分
会

の
功
労
者
表
彰
を
は
じ
め
、
第

32
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
銀
賞
に

輝
い
た
髙
田
さ
ん
と
長
寿
の
仲

間
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え

る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
大
会
を
も
っ
て
退

任
と
な
る
主
婦
の
会
カ
ト
レ
ア

柳
本
会
長
か
ら
退
任
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
全
員
の
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

支
部
執
行
委
員
長

　

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
と
び
）

副
委
員
長

　

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

　

徳
武　

弘
士
（
清
里
・
内
装
）

　

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

　

笹
原　

康
弘
（
三
葉
・
塗
装
）

書
記
長

　

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
・
塗
装
）

書
記
次
長

　

望
月
慎
一
郎
（
元
塩
・
通
信
）

　

本
島　

厚
司
（
書
記
）

　

村
井　

瑛
道
（
書
記
）

常
任
執
行
委
員

　

渡
邊　

純
一
（
元
塩
・
塗
装
）

　

清
水　

純　
（
滝
山
・
大
工
）

　

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

　

佐
藤　

峻
史
（
三
葉
・
塗
装
）

　

荒
牧　

幸
好
（
南
町
・
大
工
）

　

石
塚　

貴
紀
（
青
空
・
防
水
）

　

長
谷
川
重
之
（
青
空
・
ガ
ラ
ス
）

　

佐
藤　

聖
峻
（
青
空
・
大
工
）

執
行
委
員

　

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

　

関　
　

敏
郎
（
松
竹
・
地
盤
）

　

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

　

柳
橋　

直
史
（
滝
山
・
塗
装
）

　

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

　

西
川　

元
一
（
北
浅
・
管
工
）

　

荒
牧　

孝
好
（
南
町
・
大
工
） 　

橋
口　

昌
之
（
青
空
・
シ
ー
ル
）

　

杉
村　

真
理
（
元
塩
・
造
園
）

　

塩
澤　

育
男
（
松
竹
・
電
気
）

　

工
藤　

重
昭
（
清
里
・
解
体
）

　

篠
田　

守
俊
（
滝
山
・
土
木
）

　

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

　

蛭
間　

健
二
（
北
浅
・
大
工
）

　

高
杉　

文
雄
（
南
町
・
型
枠
）

　

野
々
村
博
人
（
青
空
・
内
装
）

　

亀
山　

玲　
（
三
葉
・
塗
装
）

会
計
監
査

　

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

　

橋
爪　

保　
（
南
町
・
通
信
）

執
行
委
員
待
遇

　

古
名　

孝
二
（
清
里
・
大
工
）

　

4
月
1
日
（
月
）
青
年
部
総

会
を
5
人
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

1
年
間
、新
歓
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

交
流
会
、
多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
学
習
会
や
ス
キ
ー
ス
ノ
ボ
ツ

ア
ー
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

運
動
を
通
じ
て
仲
間
と
つ
な
が

り
を
強
め
、
新
た
に
役
員
の
担

い
手
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
度
も
青
年
部

活
動
に
参
加
す
る
仲
間
を
1

人
以
上
増
や
す
事
を
目
標
に

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
支
部
の
活

動
を
行
い
、
多
摩
北
ブ
ロ
ッ

ク
や
本
部
の
仲
間
と
協
力
し

な
が
ら
運
動
を
前
進
さ
せ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜

新
役
員
一
覧

　
青
年
部
部
長

佐
藤　

峻
史

　
青
年
部
書
記
長亀

山　

玲　

　
青
年
部
副
部
長佐

藤　

聖
峻

里
山　

幸
樹

　
協
力
部
員

柳
橋　

直
史

２
０
２
4
年
度  

支
部
役
員
一
覧

現勢プラスワンを目指す

今年度も仲間とつながろう

第56回定期大会開催

青年部総会 開催

発　行　所
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住宅デー開催します
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松
竹
分
会

　

3
月
24
日
（
日
）
に
9
人
の

参
加
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
Z
O
O
M
で
の
参

加
者
は
在
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

保
険
証
交
換
が
無
い
の
で
や
む

を
得
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
活

動
報
告
や
会
計
報
告
等
を
何
ら

か
の
形
で
分
会
内
で
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
新
書

記
長
に
若
い
塩
澤
育
男
さ
ん
に

代
わ
り
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い

分
会
長　

関 

敏
郎

元
塩
分
会

　

元
塩
分
会
は
前
年
と
同
様
で
、

分
会
長
：
小
薗
・
分
会
書
記
長
：

杉
村
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
同
じ
分
会
内
で
も
お
会
い

で
き
て
い
な
い
方
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の

方
と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
組
合

の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
ら
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
一

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

書
記
長　

杉
村 

真
理

清
里
分
会

　

清
里
分
会
の
分
会
総
会
も
参

加
者
が
少
な
く
そ
れ
が
残
念
で

し
た
。
4
月
か
ら
の
輪
番
制
の

群
役
員
も
決
ま
り
、
今
年
度
も

新
体
制
で
分
会
を
盛
り
上
げ
皆

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

分
会
長　

伊
藤 

康
裕

滝
山
分
会

　

今
年
度
も
分
会
長
頑
張
っ
て

み
ま
す
!!

分
会
長　

柳
橋 

直
史

三
葉
分
会

　

分
会
総
会
と
支
部
定
期
大
会

が
終
わ
り
、
新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
も
分
会
長
を

担
う
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

組
合
員
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

分
会
長　

赤
塚 

隆
雄

北
浅
分
会

　

今
年
度
も
一
年
間
北
浅
分
会

の
為
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
組
合
員
の
協
力
が
な

い
と
実
行
で
き
ま
せ
ん
。
団
結

と
協
力
の
心
を
持
っ
て
実
行
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

分
会
長　

西
川 

元
一

南
町
分
会

　

今
期
も
誰
一
人
変
わ
ら
ず
い

つ
も
の
面
子
で
3
年
目
の
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
ま
す
。
今
回
は
何

と
か
し
て
1
年
か
け
て
新
し
い

人
を
出
し
た
い
で
す
。

　

今
年
の
分
会
総
会
は
立
ち
見

が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

こ
の
流
れ
で
分
会
の
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

分
会
長　

荒
牧 

孝
好

青
空
分
会

　

去
年
ま
で
は
役
員
だ
け
で
開

い
て
い
た
総
会
も
今
年
は
群
長

会
計
さ
ん
に
も
声
掛
け
を
し
ま

し
て
初
の
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

を
し
ま
し
た
所
14
名
程
の
参
加

で
今
の
青
空
の
現
状
と
か
こ
れ

か
ら
の
青
空
の
進
行
性
に
つ
い

て
参
加
者
で
意
見
を
出
し
合
い

有
意
義
な
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
青
空
分
会
が
存
続
し

て
い
け
る
よ
う
に
皆
さ
ん
で
助

け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

分
会
長　

橋
口 

昌
之

　

今
年
の
4
月
で
娘
が
就
職
し

社
会
に
送
り
出
す
事
が
出
来
ま

し
た
。
職
種
は
美
容
師
で
す
。

店
舗
は
「
Ａ
ｐ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｇ
ｉ

ｎ
ｚ
ａ
」
で
す
。
一
生
の
仕
事

に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
で
少
し
肩
の
荷
が
下
り
る

気
も
し
ま
す
。

　

そ
し
て
紆
余
曲
折
あ
り
ま
し

た
。
大
な
り
小
な
り
多
く
の
人

が
同
体
験
を
し
た
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
代
や
社
会
状
況
、

周
囲
の
環
境
等
で
様
々
な
悩
み

や
思
考
、
時
代
の
傾
向
が
あ
り
、

〝
自
分
が
受
け
た
育
て
方
〞
を

古
い
と
否
定
さ
れ
、
改
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
風
潮
も
あ
っ
た

で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
に

〝
正
解
・
不
正
解
〞
〝
た
ら
れ

ば
〞
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
一

人
一
人
育
っ
た
環
境
も
パ
ー
ト

ナ
ー
も
違
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
の
取
り
巻
く
環
境
も
状
況

も
違
い
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ

り
も
個
性
が
違
い
ま
す
。
故
に

〝
正
解
・
不
正
解
〞
は
あ
り
得

ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、兄
弟
（
姉
妹
）
で
も
、

一
番
目
、
二
番
目
で
も
三
番
目

で
も
〝
親
も
子
も
初
体
験
〞
で

す
。
紆
余
曲
折
あ
っ
て
も
〝
当

た
り
前
〞
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
な
の
に
「
有
名
学
校
に
受

か
る
勉
強
法
」
や
「
個
性
を
伸

ば
す
教
育
法
」
な
ど
、
そ
の
類

い
の
物
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
一

部
の
子
が
そ
の
方
法
で
高
学
歴

を
修
め
、
一
流
企
業
で
職
に
就

い
た
か
ら
そ
の
方
法
が
全
て
の

子
に
有
効
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

合
わ
な
い
子
は
必
ず
い
ま
す
。

試
す
の
は
良
い
事
で
す
が
判
断

は
〝
本
人
と
両
親
〞
で
す
。
学

校
や
第
三
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
現
在
の
学
校
や
国
の
あ

り
方
に
思
う
所
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
実
体
験
に
よ
る
も
の
で

す
。

続
く　

青
空
分
会　

長
谷
川 

重
之

　

新
し
く
小
学
校
・
中
学
校

に
入
学
し
た
組
合
員
の
お
子

様
に
、
も
れ
な
く
図
書
カ
ー

ド
5
、0
0
0
円
分
を
お
渡

し
し
ま
す
！

　

申
請
書
の
記
入
と
、
住
民

票
な
ど
親
子
関
係
・
生
年
月

日
が
分
か
る
書

類
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
支
部
へ

お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

2
0
2
4
年
4
月
よ
り
建

設
業
に
も
働
き
方
改
革
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
始

ま
り
ま
し
た
。
従
業
員
を
雇

用
す
る
に
あ
た
り
労
働
条
件

な
ど
の
ル
ー
ル
を
定
め
た

「
就
業
規
則
」
や
時
間
外
労

働
を
さ
せ
る
場
合
に
予
め
労

使
協
定
を
結
ぶ
「
3
6
協
定
」

な
ど
の
書
類
の
整
備
や
従
業

員
の
労
働
時
間
の
管
理
な
ど

を
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

支
部
で
は
5
月
よ
り
社
労

士
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
予
約
制
と
な
り
ま
の
で
、

相
談
ご
希
望
の
方
は
支
部
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
日
程

6
月
13
日
（
木
）

　
13
時
30
分
、
14
時
30
分
、

　
15
時
30
分

ブ
レ
イ
ス
東
京
社
会
保
険

労
務
士
法
人

北
村
社
労
士

　5月、6月に日曜院所健診を実施しています。
定員に達し次第受付を締め切ります。お早めにお
申し込みください。支部事務所に申し込み用紙を
置いてあります。

［と　き］　5月26日、6月9日、23日
　　　　　いずれも日曜日
［ところ］　清瀬診療所（清瀬市元町1-13-27）
［お問い合わせ］　支部または清瀬診療所
　　　　　　　（TEL:042-493-2727）へ。

まだまだやってます!
日曜院所健診のお知らせ
日曜院所健診

 予約受付中です！

働き方改革への対応出来ていますか？
社労士無料相談のお知らせ

分
会
総
会
を
終
え
て

子
ど
も
を
送
り
出
し
思
う
事

各
分
会
役
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
支
部
定
期
大
会
に
先
立
ち
、3
月
24
・
31
日
に
分
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、役
員
体
制
が
新
し
く
な
り
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。各
分
会
の
役
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

新入学お祝い
申請受付中！
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